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論文抄読  

１．概要   

本研究は、日本の介護福祉士制度の導入後における人材マネジメントの現状と課題を検討し、韓国の介護者教

育への示唆を得ることを目的としている。介護市場の競争激化や施設の倒産増加を背景に、介護人材の育成が

喫緊の課題とされており、特に介護リーダーの育成と介護職員の経営スキル向上が重要視される状況にある。 

 

２．方法 

日本の介護福祉士制度導入の経緯と養成課程の変遷、さらに介護施設管理の現状と課題を分析した。また、資

格化プロセスや教育カリキュラムの変遷からその課題を考察し、韓国の長期療養医療制度や高齢者施設の実態

を比較しながら検討を行った。 

 

３．結果 

介護人材の不足に対応するため、日本では介護リーダーの育成とマネジメントスキル向上に重点を置いたプロ

グラムの導入が進行中である。また、韓国においても同様の課題が存在し、介護人材育成や経営課題の解決に

向けた取り組みの必要性が示唆される。 

 

４．結論 

日本の介護福祉士制度の経験から得られた教訓を韓国の介護者教育に活かすことで、少子高齢化社会における

介護施設の持続可能な経営を目指すことが求められる。そのためには、介護職員のマネジメントスキルを高め

る教育プログラムの整備が重要であると考える。 

 

 

 


